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概況

　令和５年10月～12月の県内経済は、生産面で弱めの動きがみられたものの、全体としては緩やかに持ち直し
ました。

　○生産
　生産は、低調に推移しました。

　○消費
　消費は、乗用車新車登録・届出台数や主要ホテル・旅館宿泊客数が前年同期比プラスとなるなど、改善傾向　消費は、乗用車新車登録・届出台数や主要ホテル・旅館宿泊客数が前年同期比プラスとなるなど、改善傾向
が続きました。

 
　○雇用・労働

　雇用は、求人数がやや減少しましたが、有効求人倍率は高い水準を維持しました。
　賃金は、前期に引き続き低調に推移しました。

　○投資
　住宅投資は、７期ぶりに前年同期を上回りました。
　公共投資は、増加しました。

　○企業景況
　自社の業況について「好転している」と回答した企業の割合が、「悪化している」と回答した企業の割合を
11ポイント上回りました。
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生産

○鉱工業生産指数（季節調整済）は、全体で前期比1.7％低下の80.9となりました。

　

（資料：県統計調査課、経済産業省）

○鉱工業生産指数の主な業種の推移

（資料：県統計調査課）

　生産は、低調に推移しました。
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化学工業などが上昇した一方、

鉄鋼・金属製品工業や繊維工業などで低下

食料品 94.1
化学 93.4

前期比

・化学工業･･･上昇

・食料品工業･･･やや低下

・その他工業･･･やや低下

・電子部品・デバイス工業･･･横ばい
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消費

　消費は、乗用車新車登録・届出台数や主要ホテル・旅館宿泊客数が前年同期比プラスとなるなど、改善傾向
が続きました。

○百貨店・スーパー販売額は、前年同期比1.5％減の205億円となり、約２年ぶりに前年同期を下回りました。

　

○乗用車新車登録・届出台数は、前年同期比10.7％増の8,624台となり、前年同期を５期連続で上回りました。
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（資料：経済産業省）

（資料：(一社)日本自動車販売協会連合会 宮崎支部）

※調査対象事業所の見直しのため、令和２年２月分以前の販売額とは不連続が生じています。前年同期比は、リンク係数による調整後の値です。
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○宮崎空港の航空便の乗降客数は、前年同期比14.2％増の82万5千人となり、前年同期を11期連続で上回りました。

○主要ホテル・旅館宿泊客数は、前年同期比5.2％増の30万9千人となり、前年同期を3期ぶりに上回りました。
　また、コロナ発生前の令和元年同期をわずかに上回りました。
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雇用・労働

　雇用は、求人数がやや減少しましたが、有効求人倍率は高い水準を維持しました。
　賃金は、前期に引き続き低調に推移しました。

○有効求人倍率（季節調整済）は1.36倍となり、前期を0.03ポイント下回りましたが、全国平均を上回る高い水準を保ちました。

○実質賃金指数は前年同期比3.6％低下の95.4となり、低調に推移しました。

　賃金の上昇が物価の上昇に追いつかない状況が続いています。
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投資

　住宅投資は、７期ぶりに前年同期を上回りました。
　公共投資は、増加しました。

○新設住宅着工戸数は、前年同期比で14.9％増加しました。

○公共工事請負金額は、前年同期比で59.1％増加しました。

（資料：国土交通省）
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企業景況

　自社の業況について「好転している」と回答した企業の割合が、「悪化している」と回答した企業の割合を
11ポイント上回りました。

○県内企業の業況感を企業動向アンケート調査（令和５年12月期調査）の自社業況判断DIでみると､全体では前期比13ポイント上昇し、

　＋11ポイントとなりました。

・業況判断DI

好転 不変 悪化 DI

（A) (B) (C) (A)-(C)

製造業 34 41 24 10 21

建設業 16 73 11 5 4▲    

卸小売業 13 77 9 4 7
サービス業 39 48 13 26 18

全体 26 58 15 11 13

（資料：(一財)みやぎん経済研究所・県統計調査課）

○企業倒産件数とその負債額は、低い水準で推移しました。

（資料：(株)東京商工リサーチ宮崎支店）
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○参考指標一覧
景気動向指数 生　産

一致指数
鉱工業

生産指数
有効求人

倍率
完全

失業率

企業動向
アンケート

調査
企業倒産

年　次 (DI)

四半期

月　次 宮崎県 宮崎県
百貨店ｽｰ
ﾊﾟｰ販売額

前年比
新車登録

台数
前年比 乗降客数 前年比 宿泊者数 前年比 宮崎県 宮崎県

実質
賃金指数

名目
賃金指数

戸数 前年比 金額 前年比 DI 倒産件数

R1 96.6 685 0.1 40,688 ▲ 0.1 3,364 1.8 1,258 2.7 1.45 1.4 101.3 101.3 6,463 ▲ 3.7 1,381 13.5 26     

R2 87.7 694 ▲ 4.6 35,670 ▲ 12.3 1,368 ▲ 59.3 769 ▲ 38.9 1.18 1.9 100.0 100.0 5,886 ▲ 8.9 1,650 19.4 33     

R3 91.7 685 ▲ 2.5 33,692 ▲ 5.5 1,216 ▲ 11.1 803 4.4 1.32 2.1 102.7 102.2 6,796 15.5 1,528 ▲ 7.4 27     

R4 87.1 721 5.3 30,147 ▲ 10.5 2,192 80.3 1,106 37.7 1.43 2.3 101.1 103.2 6,079 ▲ 10.6 1,436 ▲ 6.0 23     

R5 82.4 738 2.3 34,428 14.2 2,980 35.9 1,180 6.7 1.41 2.7 96.5 102.0 5,929 ▲ 2.5 1,626 13.2 32     

/10～12月 85.2 208 4.0 7,788 10.2 722 47.0 293 ▲ 7.2 1.45 2.2 99.0 103.0 1,337 ▲ 26.0 235 ▲ 14.3 13     

R5/1～3月 81.9 173 5.4 10,074 15.8 734 87.2 295 34.4 1.45 1.8 96.8 100.7 1,459 ▲ 7.0 315 ▲ 7.4 7      

/4～6月 84.5 176 3.1 7,644 21.4 686 43.2 272 ▲ 0.4 1.43 3.1 97.5 102.4 1,441 ▲ 12.7 429 1.4 8      

/7～9月 82.3 184 3.2 8,086 9.9 735 22.7 305 ▲ 4.7 1.39 3.7 96.2 102.1 1,493 ▲ 1.9 508 16.0 13     

/10～12月 80.9 205 ▲ 1.5 8,624 10.7 825 14.2 309 5.2 1.36 2.5 95.4 102.7 1,536 14.9 374 59.1 4      

R4.10月 71.4 86.4 63 5.3 2,558 25.3 233 84.0 93 7.4 1.48 99.4 103.3 528 0.6 115 ▲ 10.8 6      

R4.11月 21.4 85.9 62 2.2 2,669 3.9 246 41.0 98 ▲ 8.9 1.45 98.7 102.6 406 ▲ 41.7 65 ▲ 16.9 5      

R4.12月 42.9 83.2 83 4.3 2,561 4.1 243 28.0 103 ▲ 15.9 1.44 99.0 103.2 403 ▲ 31.2 56 ▲ 17.9 ▲ 1 2      

R5.1月 42.9 81.2 60 6.3 3,003 16.3 223 54.2 84 19.3 1.44 96.7 101.1 368 ▲ 13.6 47 ▲ 53.7 2      

R5.2月 35.7 81.6 53 5.2 3,179 26.8 239 172.3 97 70.7 1.45 97.1 100.5 445 ▲ 19.1 77 ▲ 17.6 3      

R5.3月 42.9 83.0 60 4.6 3,892 7.7 272 70.4 114 23.4 1.45 96.5 100.5 646 8.9 191 31.5 ▲ 4 2      

R5.4月 64.3 87.1 58 4.9 2,468 14.4 220 49.2 87 ▲ 1.9 1.44 98.6 103.6 389 ▲ 9.5 128 ▲ 11.4 2      

R5.5月 71.4 84.2 61 3.3 2,295 23.5 248 44.0 99 5.1 1.43 96.5 101.3 648 ▲ 7.3 158 32.4 2      

R5.6月 42.9 82.2 57 1.1 2,881 26.3 218 36.9 85 ▲ 4.8 1.41 97.5 102.4 404 ▲ 22.6 143 ▲ 10.3 0 4      

R5.7月 0.0 82.2 67 3.1 2,725 4.1 231 19.4 99 ▲ 3.8 1.42 96.8 102.2 578 16.5 145 11.1 3      

R5.8月 28.6 80.7 62 2.9 2,405 14.7 268 15.6 113 ▲ 9.9 1.40 96.3 102.4 430 ▲ 7.3 163 7.5 6      

R5.9月 57.1 83.9 55 3.7 2,956 11.8 236 35.7 93 1.4 1.35 95.5 101.8 485 ▲ 13.7 200 28.3 ▲ 2 4      

R5.10月 14.3 81.0 60 ▲ 4.3 2,952 15.4 275 17.9 103 10.6 1.35 94.4 101.8 509 ▲ 3.6 139 21.4 2      

R5.11月 42.9 80.9 64 2.5 3,174 18.9 278 13.0 107 9.4 1.37 95.5 102.8 441 8.6 108 66.7 1      

R5.12月 14.3 80.9 81 ▲ 2.4 2,498 ▲ 2.5 272 12.0 99 ▲ 3.7 1.36 96.3 103.6 586 45.4 127 127.9 11 1      
県統計調査課 県統計調査課 厚生労働省 総務省 ※4 (株)東京商工リサーチ宮崎支店

　　　　　（※1）年次は原数値、四半期及び月次は季節調整値 　(※2)R2.2月以前は公表値に一定のリンク係数を乗じた数値 (※3)　(一社)日本自動車販売協会連合会　宮崎支部 (※4)　(一財)みやぎん経済研究所､宮崎県統計調査課

(総合､DI)

実質賃金指数
名目賃金指数

(事業所規模５人以
上、きまって支給
する給与、R2=100)

公共工事請負金額

消　費 雇用・労働

乗用車新車登録・届出台数
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※1

(％)
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企業景況投　資

新設住宅着工戸数

国土交通省 西日本建設業保証(株)宮崎支店宮崎交通(株)、県総合交通課 県観光推進課 県統計調査課九州経済産業局 ※3

(千人)
(千人) 　※国際線
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